
(2)30号 いつただつきま―ず : 半 灰 Z2年 Z月 10日

《座談会を終えて》

皆さんにはお忙しい中、快<お集まりいただきまして、有難うございました。化学

調味料の問題は少々耳の痛い話でした。学校給食で化学調味料をすべて排除できて

いるかというと、それははなはだ疑間だからですcしかし、私たちの意識で少しずつ

でも変えてい<ことは可能なはずです.

学校給食に対して、多<の 方夜がこんなに関心を持つておられることに驚きを感じ

ました。私たち調理員はもちろん、学校給食に関わる者すべてが、謙虚に受け止め

ることが大事なことだと思います。学校給食がどのように変遷しても、9後 外部の意

見を取り入れることは者えていかなければならないと思います。

もし、多<の学校で子供たちがお味噌を作り、給食のお味噌汁になり、菅丼さんが

プロデュースする給食が年に一回でも実現できたなら、それは那須町の学校給食に

とって素敵なことだと思いました。
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春が来ると今まで眠つていた草木が待ち望んでいた

かのように一斉に芽吹き始めます。私たちが育てる野

菜も春に向かい種を蒔き始めます。野菜たちはまず二

葉を出すところから始まり、日々 少しずつ休むことな

く成長を続けます。野菜の栽培は、春の始まりととも

に、葉ものから実もの、根菜などが順を追つて育ち、

そしてまた冬には土も植物もしばしの休息に入りま

す。那須という地域では、冬の露地栽培はとても難し

く、昔の人は、貯蔵しておいた根菜類や、漬け物、乾

物などを仕込み 春を待ち遠しく思いながら暮らして

いたのでしょう。そんな
″
旬
″
のものを食べていた時

代は、きっと、一年ぶり.に食卓に上る季節季節の野菜

たちの顔ぶれに今とは違った喜びも,緒 に味わえたの

ではないでしょうか。

今では、漬け物や乾物、味噌などは家庭であまり作

られなくなってしまいましたが、本来、冬の
″
旬
″
と

はそういったものたちだったのではないかと思いま

す。冬の入り口に仕込んだ漬け物や味噌を春が来る
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まで大切にいただく。そんな無理をしない暮ら

しド●ヨ性難勤堵演諧ちになれそうな気がします。

スーパーやコンビニエンスストアー、ファー

ストフード店などで、買い物や食事をすること

も気軽で便利なのでしようが、ちょっとだけ立

ち止まり、振り返り、少しだけ頑張つて旬の味

を子供達に伝えて行く事が出来ると良いのです

が。私たち人間にとつては、旬に育つた力ある

食物を旬の時期にいただ くことが、自然で何よ

り大切な事のように感じます。

☆成澤菜園☆

自然豊かな那須の大地で、化学肥料や農薬を使わ

ず、有機質の肥料をつくり野菜を育てています。

http:〃www7b.Ыgbbeone」p/‐narusawa―sabn/


